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Ⅰ．はじめに

１．中学校総合的学習の時間における目標

と探究課題

　「総合的学習の時間」が中学校の教育課程

に初めて導入された 1998 年の学習指導要領

においては、その目標として、自ら課題を

見つけ、学び、考え、判断し、問題解決す

る資質や能力を育成することが挙げられた。

2017 年７月告示の中学校学習指導要領の

「総合的な学習の時間」においては、その目

標として、探究的な見方・考え方を働かせ、

横断的・総合的な学習を行うことを通して、

よりよく課題を解決し，自己の生き方を考

えていくための資質・能力を育成すること

を目指すとされた。つまり、中学校の総合

的学習の時間の目標は、現代的課題を解決

するための資質や能力の育成である。

　総合的な学習の時間では、各学校が目標

を実現するにふさわしい探究課題を設定す

ることとされ、例えば、国際理解、環境、

福祉・健康などの現代的な諸課題に対応す

る課題が挙げられている１）。社会的責任感

の理論家であり実践家である米国の Berman

は、生徒が現代的課題の解決に対し悲観的

になりやすいことを指摘している２）。
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２．探究活動の視座と問題提起

　現代的課題に対応する課題を取り上げる

際には、これらの現代的課題の解決が容易

ではないため、それをどのような視座から

取り上げるかが問題となる。探究活動の視

座とは、Gadamer の概念を借りれば、「先入

見」であり、科学論からすれば探究の前提

となっているパラダイムを意味する。つまり、

どのような先入見、パラダイムでもって現

代的課題に接近するかが重要なのである。

　2008 年の「中学校学習指導要領解説総合

的な学習の時間編」では、探究的な学習の

姿は、生徒が「①日常生活や社会に目を向

けた時に湧き上がってくる疑問や関心に基

づいて、自ら課題を見付け、②そこにある

具体的な問題について情報を収集し、③そ

の情報を整理・分析したり、知識や技能に

結び付けたり、考えを出し合ったりしなが

ら問題の解決に取り組み、④明らかになっ

た考えや意見などをまとめ・表現し、そこ

からまた新たな課題を見付け、更なる問題

の解決を始めるといった学習活動を発展的

に繰り返していく。３）」とされたが、その

ような探究活動の視座がどのようなもので

あるべきかを、本稿では問題として取り上

げ、現代的課題つまり教材として、福祉課

題を例として考察を進める。

　2018 年の同解説では、中学校総合的学習

の時間の探究的な見方・考え方として、一つ

には各教科等における見方・考え方を総合

的に働かせることと、二つには総合的学習

に固有な見方・考え方を働かせることであ

るとし、それらの意味は、特定の教科等の

視点だけで捉えきれない広範な事象を、多

様な角度から俯瞰して捉えることであり、

また、課題の探究を通して自己の生き方を

問い続けるという、総合的な学習の時間に

特有の物事を捉える視点や考え方であると

されている４）。この考察では探究活動の視

座が究明されているとは言えない。

　先行研究を吟味した結果、2021 年 12 月

の時点で、総合的な学習の時間の探究活動

の視座として、レジリエンスを取り上げた

ものは見当たらなかったため、本稿は先駆

的なものである。

　本稿では、レジリエンスという視点（見方・

考え方）を「Ⅱ．レジリエンスという視座

と主要概念」において、理論的に整理し、

その視点の福祉課題への応用可能性を検討

する。次にこの視点の総合的学習の時間に

おける探究活動に対する意味を「Ⅲ．レジ

リエンスの総合的学習の時間における意義」

で検討する。

　本研究は令和３年度佐野日本大学短期大

学研究倫理審査委員会の承認を得て進めら

れた（承認番号 21034 号）。

Ⅱ．レジリエンスという視座と主要概念

１．レジリエンス研究の歴史と主要概念

　レジリエンス研究は、ポジティブ心理学

の系譜に位置し、精神的病理を患う親を持

つ子どもが健全に成長する要因を突き止め

る研究から始まり、後に、内的要因と環境

的要因が作用するメカニズムの研究へと向

かい、その枠組みが他の分野に応用されて

きた。レジリエンスとは、元々跳ね返す力

を意味し、発達心理学において 1990 年代以

降注目されてきた概念である。この視座は

前提として、Bronfenbrenner（1979）のマル

チ・システムにおいて発達は生じるという

理論的立場を取ってきた。レジリエンス研

究においては、予防的観点から発達に影響

を与えるリスクに注目して研究するうちに、

発達上のリスクに曝されながらも、健全に

適応し発達する子どもたちに気付き、それ

らの子どもたちを形容して「レジリエント

な」子どもたちを呼ぶようになった。

Fraser らによれば、リスク要因とは「不

全（不全の発現）の可能性を助長するあら

ゆる影響、より深刻な状態へと悪化させた
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り、問題状況を持続させたりすることに寄

与する影響」と定義され５）、つまり、リス

ク要因とは適応的でない結果、例えば非行

や犯罪等となって現れる結果を高める可能

性がある影響力を意味する。Fraser らによ

れば、防御推進要因とは「ストレングス」

とされ、「良好な発達結果をもたらし、子ど

もが逆境に打ち勝つことを促す、内的およ

び外的な資源」と定義され６）、つまり、防

御推進要因とは、健全な適応を助けるよう

な影響を与える内的なまたは外的な強さや

影響力を意味する。レジリエンスは、リスク

の高い子どもの環境において、通常は存在

するストレングスから生起するとされ、レ

ジリエンスはリスクと防御推進要因との相

互作用や、加算された両要因毎の影響によ

り生じるという理論的立場を取っている７）。

Fraser らは、レジリエンスの以下のような

三つの下位類型、１．困難を克服すること、

２．ストレスのもとで維持される能力、３．

トラウマからの回復を挙げたうえで、これ

らを包括できる枠組みとして、レジリエン

スとは「逆境にもかかわらず、うまく適応

すること」と定義している８）。リスク要因

と防御推進要因をシステムの各レベルにお

いて整理したものが表１である（門永の邦

訳から引用した）９）。ただし、Fraser らは、

Bronfenbrenne（1979）の主張する環境の入

れ子構造は採用していない。

２．レジリエンス概念の応用

　以上のようなレジリエンス概念が、今で

は多様な分野に応用されている。それは、

災害対策、新型コロナ対策、環境保護や持

続可能な地域社会の実現、臨床心理学や教

育臨床、児童・青年福祉政策等である。

　例えば福祉領域への応用として以下のよ

うなことが指摘された。レジリエンスとい

う概念は、ソーシャルワーク実践に対し、

新しい接近法や哲学を与える。「（ソーシャ

ルワーク実践の哲学に）レジリエンスの視

点は以下のような影響を与える。レジリエ

ンスを高める視点はクライエントをサバイ

バーとして、リスクや人生の困難な状況を

乗り越えられる人として、考える手段であ

る。その視点は、ソーシャルワーク実践の

ための一つの接近法であり、クライエント

の自然な自己回復傾向を信じて促進するよ

うな接近法である。その視点は、リバウン

ドの、可能性の、質的転換のアイデアに基

づくソーシャルワーク実践である。10）」レ

ジリエンスは個人や環境の回復力や防御推

進要因を強調する視点であり、かつ、リス

クを軽減することへ向けた方法である。

　近年では、地域社会の多様な問題に接近

し予防し解決を目指す視座として、コミュ

ニティ・レジリエンスという概念が注目さ

れている。発達的視点と環境生態学的視点

が統一的に検討され、理論化された。例えば、

表 1　児童期の深刻な社会問題に共通するリスクと防御推進要因：生態学的マルチシステムの視座

システムレベル リスク要因 防御推進要因

近隣や学校を含む広範な環境の諸条件
○教育や就労の機会が非常に少ないこと
○人種差別，不公正
○貧困

○教育，就労，成長，ものごとを達成す
る機会が多いこと
○集団による効力
○思いやりのある大人がいること

家族の諸条件
○子どもへの不適切なかかわり
○両親間の葛藤状態
○親の精神障害
○厳しい養育態度

○良好な親子関係
○効果的な育児

個人の心理社会的，生物学的な特性 ○性別
○遺伝的な傾向を含む生物医学的な問題

○「扱いやすい」気質の乳幼児であること
○自尊心，頑健性
○規範的な役割における対処能力，自己
効力感
○知能が高いこと
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Berkes と Ross（2013）によれば、コミュニ

ティのレジリエンスとは、以下の二つを意

味するとされた。１．強み、２．強みを引

き込み結び付ける働きである。ここでの強

み（ストレングス）は、地域のインフラス

トラクチャー、肯定的見通し、関与する統治、

社会的ネットワーク、価値や信念、知識や

スキルや学習、リーダーシップ、住民と地

域の関係性、多様で革新的な経済を含んで

いる。また、強みを引き込み結び付ける働

きは、媒介者（エージェンシ―）：個人や集

団の自由な選択と独立的行為や、自己組織

化（セルフ・オーガナイジング）：システム

が自らを構造化し新しい構造を創り出すこ

とを含んでいる 11）。

　レジリエンスの視点を家族や地域社会に

応用するならば、レジリエンスを高める視

点は、家族や地域社会を困難な状況を乗り

越えられる主体として捉えるソーシャル

ワーク実践の接近法を示唆する。また、こ

の視点は、家族や地域社会の自然な自己回

復傾向を信じて促進するような接近法を、

家族や地域社会がリスク要因や逆境や困難

を跳ね返し、可能性を持ち、質的転換でき

るというアイデアに基づく、ソーシャルワー

ク実践を示唆する。

　レジリエンスを高める視点は、多面的な

側面から成る複合的システムにおけるリス

クと防御推進要因を意味すると同時に、個

人・家族・地域社会等の主体性に注目する

性格を持つ。また、その視点はそれらの水

準で、自己組織化（対等な立場で影響し合

いまとまっていくこと）を意味し、個人・

家族・地域社会等が影響し合いながら、逆

境を乗り越え適応していく過程と、メカニ

ズムを探究すべきことを示唆する。福祉課

題解決を目指すソーシャルワーク実践はそ

のポジティブな過程を信じ、促進する過程

である。

　レジリエンスの過程は困難な状況に適応

する過程であり、それを分析すると、リス

クと防御推進要因の相互作用や、両要因毎

に加算された影響力により、レジリエンス

が現れてくると理解できる。人々はレジリ

エンスを持つのではなく、以下のような六

つの状況において、レジリエンスを現すの

である。

１．困難な挑戦を受ける経験、

２．発達的移行期、

３．個人的逆境、

４．集合的逆境、

５．組織的な変化、

６．広範囲にわたる社会政治的な変化

という諸状況である 12）。

　このように、レジリエンスは、個人・家族・

地域社会・より大きな社会に対し、福祉の

面での困難な問題状況、つまり、福祉課題

を乗り越えるための前向きでポジティブな

視座として機能するのである。

Ⅲ．レジリエンスの総合的学習の時間におけ

る意義

　中学校の総合的学習においては現代的課

題に対応する課題を取り上げることになっ

ているが、その際の探究活動の有効な視点

として機能するものが、レジリエンスとい

う視点である。この視点は、生活や人生の

闇の側面（リスク）と光の側面（防御推進

要因）を同時に理解して、困難に出会って

も適応していこうとするシステムの傾向を

信じ、その傾向を検証しようとしている。

　最後に、この視点がなぜ総合的学習の時

間において有効なのかを述べる。第 1 の理

由は、レジリエンス概念は、災害等の極め

てストレスの高いリスクから、より日常的

なリスクまでをカバーし、個人や家族や地

域がそれらに曝されながらも、それら主体

の内部と外部にある防御推進要因としての

強さを活用しながら、創造的に適応し、成

長し質的に異なる高いレベルの恒常性へ向
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けて、システムが変容するというポジティ

ブな見通しをもたらすためである。

　第 2 の理由は、レジリエンス概念がマル

チ・システムの観点から、多面的に統合的

に問題の予防と解決へ向けた視点と方法を

提供するからである。つまり、この視点こ

そが、多様な要因を統合的に捉えることを

通して、教科等の知識や技術を統合する総

合的な探究活動を可能とするためである。

Ⅳ．今後の課題

　レジリエンス概念を理論的に中学校の総

合的学習の時間の探究活動に応用すること

を検討してきたが、レジリエンスという視

点を総合的学習の時間に適用し、その学習

成果、特に前向きに取り組む姿勢や能力の

変容を実証的に検討することが次なる課題

である。
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